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1 編 集 に 当 っ て

長谷川 浩 ・杉野 守

第2次 世界大戦前から戦後にかけて,わ が国では農学 ・理学 ・その他の分野で,か って見ない規模でのカン

ショ研究が行われた.そ れは当初においては液体燃料自給策のひとつとしての酒精原料,や がて主要食糧 とし

てのカンショの大増産が必要とされたためであった.こ のカンショ研究覚え書き集は,主 として当時のカンシ

ョ研究の第一線 で活躍された方々から寄せ られたカンショ研究に関する今後の課題 ・意見 ・感想などを集録し

たものである.

この研究覚え書き集が生れるには,京 都大学名誉教授今村駿一郎先生に負うところが大きい、先生は喜寿の

お祝を受けられるに当って,先 生の学位論文"気 孔孔辺細胞の膨圧調節機構"(独 文)の ご自身による和文要

約を小冊子にまとめられ,そ の巻末に付録としてこの研究に関連する今後の研究テーマを81点 公表された.

との研究テーマについて先生は"長 い研究の間に気のついたこと,気 がかりのこと,な お研究不足のことなど

を取 りとめもなく書いておいたカー ドをいくらか整理 したもので,な お雑ぱくで重複 もあり,す でに解決済の

ものもあり,思 い違いもあろうと思 うけれど"と あとがきに記 しておられる.こ れを拝見 した私(長 谷川)は,

研究者の脳裡に退蔵されたまま,お そらく煙滅するおそれのある研究情報の公表が如何に意義深いものである

かを今更ながら教えられた思いがした.そ の俊まもなく,先 生の門下生の一人でカンショの生理研究を始める

ことになった近畿大学農学部教授 杉野 守君に対 して,先 生はカンショの研究テーマを書いたカード多数を貸

与せられ,そ のコピーを関係者に配付することもお許しになった.そ こで私達両名は相図って,こ の際私の古

いカンショ研究仲間やこの道の先輩諸氏か ら退蔵 されておられるカンショに関する研究情報の提供をお願いし,

先生のそれと併せて集録 ・公表することにした.こ のような企画はおそらく前例のないことであり,私 どもの

不敏なためもあって,作 業に着手してから2年 を経過したが,幸 にして私を含め15名 の方々から100点 を越

える情報を頂 き,そ の集録を近畿大学付属農場研究報告第4号 に発表することになった.こ こに私どもの企画

に心よくご賛同 ・ご協力下さった各位に対し,ま た本誌への掲載について多大のご高配を頂いた近畿大学付属

農場長 吉田保治教授 ならびに近畿大学事務当局に対して深謝する次第である,

なお多 くの研究情報 をお寄せ下さった児玉敏夫氏からお便 りがあった.そ れには"印 刷するのであったら根

拠のはっきりしたもののみ提出すればよかったと反省している.し かし一方では,根 拠などないが直観とか感

じといったものを出さねばお役に立たないのではないかとの感じもある.そ の意味で述べていることに間違が

あるかも知れぬ"と あった・ これはまた,お そ らく他の執筆者の方々のお気持でもあろう.

最後に私の日頃のカンショ観を述べ させていただく.カ ンショは古くか ら救荒作物 として知 られてきた.こ

の面からすれば,栽 培面積が史上最高を示した1948年 の43万 ヘクタールから現在6万 ヘクタールに激減 し

たことも当然なことと考えられるかも知れない.

しかし戦後のわが国における澱粉関連産業の発展は極めて著しく,こ れは主として酵素利用による技術開

発によるとされてお り,澱 粉の綜合 需要 は1979年 には150万 トンを越え,専 門家によれば異性化糖の今後

の増産などを考慮すれば,160～165万 トンになるのは近いことであると予想 されている.こ れに対して,関
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係の深いカンショ澱粉 はどうかとみると,戦 前に約5万 トン程度であったのが,戦 後急増して1963年 には74

万 トン(史 上最高,同 年の澱粉綜合需要110万 トン)に 達 し,ま た高澱粉多収品種のコガネセンの育成をみたに

も拘らず,惜 しくもコーンスターチに敗退 し,現 在では10～11万 トンに止まっている.

カンショは太陽エネルギー固定能力において,ま たその生産におけるエネルギー収支率において最高の作物

である.ま た台風災害の多い西南暖地においては,そ の安全多収性と優れた土壌保全性からみて,カ ンショを

加工原料 として,ま た飼料 として主要作物の座に据え得 るか否かはわが国農業にとっての重要課題と考えられ

る.カ ンショに関する巾広い研究努力が必要ではないだろうか.(長 谷川 記)

この度,不 充分なが らもカンショ研究覚 え書きの集録ができましたのは,編 者の一人である長谷川浩先生の

強いおはげましとご尽力により,そ して何よりも研究の大先輩の先生方か ら寄せられた,後 輩に対するご期待

とおはげましを含めたご執筆の賜ものと厚くお礼を申し上げます.

およそ学問研究は,今 日的表現をか りると,情 報の社会的産物であり,そ の中では研究者相互のコミニケー

ションシステムが殊に重要でありましょう.こ の場合に報文や学会発表は情報処理における一種のハードウェ

アであり,確 定 された長所 と同時に固定化された短所があります.こ れに対して,師 弟,研 究仲間の先輩後輩

あるいは同輩間の親 しい交流を通 じて伝達される数多 くのコミニケーションは,時 には不確定であっても大き

な可能性を秘めた一種のソフ トウェア部分でありましょう.現 実的に私達の研究方法をふり返ってみます と,

「ハードウェア」で機械的に処理 しなければな らない部分 も多くありますが,研 究の方向づけや発展に 「ソフ

トウェア」が重要な寄与をなしているように思われます.

このたび15名 の先生方からいただいた覚え書きは,多 年にわたるカンショのご研究を通じて報文としてま

とめられた 「ハー ド」な結果でなく,「 ソフ ト」で貴重な提言として私達後輩が今畿のカンショ研究に大いに

利用することがご厚意にこたえる道であると信じます,

またカンショは,本 覚え書き集の中でも示されていますように,単 に農業上のみならず農学,植 物学上から

も実に興味深い研究材料であります.わ が国で,特 に戦中戦後を通じて集中的精力的に行われた貴重なカンシ

ョ研究の灯を絶やすことなく,さ らに将来に向けて発展さす為に,研 究社会内の有効なコ ミニケーションの手

段として,カ ンショ研究覚え書 き集0,皿 が10年,20年,… 後にわたって続刊できることを願う次第であ

ります.

追記

この度の編集にあた りまして,用 語や用字の統一は敢て行いませんでした.専 門分野の違いもあります

が,ご 寄稿の先生方のそれぞれ個性的な文章表現を印象深 くお読みいただければ,と 思います.

(杉 野 記)
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2.カ ン シ ョ研 究 覚 え書 き

五.遺 伝 ・育 種 研 究 分 野

1.甘 藷 の解 体 と再 合 成 に関 す る研究

最 近,甘 藷(60窪)の 祖 先 種(2鉱4の,原 種(6り θ)が 採集 され,甘 藷 は そ れ らか ら

合 成 され た 同 質6倍 体で あ る こ とが 判 明 した.し か もこれ らの植 物 は他 殖 性 で あ る.

甘藷 品 種の 遺 伝 子 構 成 は頗 る複 雑 で大 体 雑 種 性 とみ るべ きで あ ろ う.精 密 実 験 を行 う

上 に は甚だ 不 適 当な 状態 で あ る.よ って,ま ず 甘 藷 を2コゆ一 また は4詔 一体 に分解 して,

その 遺 伝子 構 成 を確 認 して か ら,再 び6幻 一 甘藷 に合 成,育 成す る新 しい 試 み を提 案

す る.こ の方 法 によ れ ば,2り 匹㍉4り5一 甘藷 も育 成 され るで あ ろ う.祖 先 種 な どはそ

の一 時 的手 段 と して 利用 す る もので あ る.(西 山)

2.基 礎研究か ら

近年,単 細胞培養,細 胞融合,あ るいは微生物 における遺伝子組みか え法な ど革新

的研究技術 が開発 されて きた・ このような技術を応用 して,甘 藷の革新的新品種の育

成は果 して夢であろ うか?例 えば,甘 藷 は早熟性や耐寒性に乏 しい.遺 伝子給源 と

して野生近縁種 を探す こともよかろ うが,一 案 として馬鈴薯か ら取 り込 むことも考え

られ る・これによ って栽培期 間,地 域の拡大,輪 作などの営農上に資す るものがあろ う.

(西 山)
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3.甘 藷 の 国際 シン ポ ジ ウム

1981年3月22-27日,台 湾(台 中,台 南)で 第1回 国際甘藷学術 研討会が 開 か れ た.

国 際 研 究 機関 の 亜洲 疏 菜 研 究 発展 中 心(AVRDC)(台 南 市郊外)が 主催,台 湾 省 政府

後 援.約20ケ 国,150名 参 加.甘 藷 に関 す る栽 培,進 化,生 産,加 工,利 用,病 虫

害,育 種,光 合 成 な ど生 化学 分 野 に いた る 多方 面 の 研 究 発表 が あ った.病 害 虫(例 え

ば,sweetpotatoweevi1)の 防 除 対 策 とか,高 栄 養 品種 の 育 成 な どが 注 目を ひ いた.

例 えば,台 南65号 は 高 タ ンパ ク品 種(粗 タ ンパ ク8%),台 南63号 は 高 カ ロチ ン

品種(23㎎/1009)で あ る.

甘藷 の 同 質6倍 性 を利 用 した 遺伝 子 集 積 との 関連 は何 に も判 って いな い.(西 山)

4.国 際的 研 究協 力 作 物 と して

1981年2月17-20日,ロ ーマのFAOで 国 際遺 伝 資 源委 員 会(IBPGR)の 甘 藷部 会

で,世 界 の甘 藷 品種 や 近縁 種 の収 集,調 査 と保 存 に関 す る打 合 せ 会 議 が あ った,聞 く

ところ に よれ ば,甘 藷 品 種 は ナ イ ジ ェ リアのIITA(国 際熱 帯 農業 研究 所,副 所 長

Dr.S.K.Hahn),近 縁 種 な どはUS.A.,バ イ ラス防 除 の た めの ク ロ ー ンの人 工 培 養保

存 に は オ ラン ダを候 補 地 と して い る とい う こ とで あ る(詳 細 不 明).

甘 藷 もい よい よ国 際 的 研究 対 照 作 物 に な って きた.日 本 もこの 研究 計 画 に積 極 的 に

一役 買 って ・世 界 の 食 糧問 題 解 決 に 寄与 して も らいた い ・(西 山)

5.自 家 な らび に交 配 不 稔群 の 消 去

自家 ・交 配 不稔 群 を消 去 して 自然 交雑 可 能 と して 育種 を容 易 にす るた め,蕾 受 粉 を

始 め,植 物 ホルモン,ビ タ ミン,熱,光 な ど化 学 ・物理 処 理 を柱頭 に行 ったが 何 れ も効

果 が なか った.柱 頭 ・花粉 を集 めて その 抽 出物 な ど考 えて 実 施 したが 成功 しなか った.

何 とか 受精 を 防 げ る物 質 をつ きとめ た い.(戸 苅)
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6.不 和合 性 につ い て(1)}

サ ツ マ イモの不 和 合 性 の 研究 をや った の は20～35年 前の こ とで あ る.当 時 と して,

で きるだ けの こ とはや った つ も りで あ るが,逐 に不 和 合 性 を克 服す る ことはで きなか

った 。苦 しま ぎれ に,不 和合 性 の 機 構 を抗 原 抗 体類 似 反応 で 説 明 したが,今 日の 進ん

だ 研究 方法 を用 い て,さ らに追 究 した い気 もす る。(藤 瀬)

⊆

・
κ

》

7.不 和合性 について②

一方では ,不 和合性 は植物が永い間に獲得 したチエ(近 親交雑 をさけるための)と

も考えられ,そ れ を克服す ることが,植 物の進化の上か ら,ど れだけの意味があるの

か との疑問 もわ く(学 問上の意味は別 として),実 際,数 品種で 自殖第2代 系統 まで育

成 したが,2代 目で既 に交配母本 として使 い ものにな らない くらいに弱勢化 し,花 粉

も不稔花粉が多 くな った.(藤 瀬)
な

8.食 用藷の育種 につ いて

市販の食用藷 としては食味の良好なのは勿論であるが,形 や色が大いに問題 である

ようで ある.澱 粉原料用甘藷の育種では収量 と澱粉歩留 りが第一の要件で あって形や

色は第二義的の ものである・市販の食用藷 は,赤 色で長紡錘形が主 とな って粒揃 いの

よい ものが要求 され る.

形の整 った粒 揃いの よい藷 は個数型の品種系統 によ くみ られ る.個 数型の系統 は肥

大度が少 ないので澱原用には捨て られ ることが多か った.食 用藷 には,育 種の過程で

この粒揃いの よい個数型の系統 〔例 えば既成品種ではアジヨシ(甘 藷農林15号)の 如

き 〕を選抜すべ きであろう.(井 浦)
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9.甘 藷 の直播用品種の育種

直播栽培で は播いた種小藷 は再肥大 しないことが望 ま しい.調 査の結果,在 来品種

のなかでは護国藷 は農林1号 や農林2号 に比 し種小藷の再肥大 は少 な く品種間差異が

認め られ,実 生 に由来する系統 か らは護国藷よ りさらに再肥大の少 ない直播適応性の

高い中国18号 と中国19号 が得 られた.以 上の結果か ら直播用品種育 成の可能性が

確認 されたので,今 後交配母本な どを吟味 して直播用品種育成が積極的に進め られ る

ことを要望 す る.(秋 田)

10.台 湾 の 甘藷 品種 の研 究

台 湾 で は,春,夏,秋,冬 用 の品 種 が あ る と聞 く.夫 々の季 節 で 定着 した 品 種が で

きあが った場 合,こ の特 性 を 明 らか にす る と,日 本 で も役 に立 ちそ うで あ る.園 芸 で

も作 型毎 の品 謹 が 育 成 され て い るが,我 国 の サ ツ マ イモ栽 培 に もこの 考 え方 は適 用 で

きな いだ ろ うか.(児 玉)

11.甘 藷の直立性品種の育成

甘藷はほ伏性であ るか ら・最適葉面積指数 は3～4と 低 い.愛 媛の段 々畑 では蔓は

石垣面に垂れ さが って多収に役立 ってい る.私 の経験では実生系統 中には直立性の も

のが少な くな く,多 収を示す もの もあ ったが,育 苗に困難 なた めすべて放棄するほか

なか った・苗床で適当な生長調整物質 を用いて苗の伸長が可能であれば,直 立性品種

は成立す るか も知れない と思 う・(長 谷川)
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聾.生 理 研 究 分 野

12.甘 藷にお ける澱粉の蓄積 ・集積機構につ いて

甘藷の根 には多量の澱粉が蓄積 されていますが,イ ネの種実にみ られ るほ どではあ

りません.そ れ はイネにみ られるよ うな高 度に発達 した蓄積機構がないためか,ま た

は蓄積 とい うよ り単な る集積 とみるべ きなのか未だ明 らかでないと思 います.そ の要

点は澱粉 の生成 と同時に遊離する リン酸の排出機構があるか否かによる もの と思われ

ますが,出 芽時にお ける澱粉の代謝に も関連 して重要 な研究項 目と思われます.

(相 見)

13,甘 藷 に お け る澱 粉 の 生 成機 構 につ いて

この 件 にっ いて は既 に私 友 西 尾(日 作 紀24,1956)がPhosphorylase系 に よ る

生 成機 構 を少 し手 が けま したが,そ の 後 の 研 究 に お け るUDPG系 また はADPG系 に

つ い て,ま たQ-enzymeに つ いて も検 べ る必 要 が あ る と思わ れ ます.こ れ らの 研究 が

進 め ば品 種 と澱粉 の品 質,栽 培 技 術 の改 良 な どが 明 らか に な る と考 え られ ます.

(相 見)
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14.茎 の生 長(1)

サ ツ マ イモの 節,葉,腋 芽,節 間の 位 置 と齢 を 明 らか に す るた め 符号 をつ け る必 要

が あ る,サ ツ マ イモの 茎 先端 に近 い葉 は 未 だ二 つ に折 りた た まれ て い るが,そ の一 番

下の 大 きい葉 を α、と し,先 の 方 へ α2,α、と数 え る.下 方 の展 開 した もの の一 番若 い葉

を δ、とし下方 に62,63と す る.節,腋 芽,節 間 は これ に 準 じてつ け る.

α はacropetaIの 略

6はbasipetalの 略

b、腋芽

ー間節6
1

6星葉

(6、 節の 図)

(今 村)

15.茎 の生長(2)

高等植物の茎端 である葉の原基が形成されてか ら,次 の節に属す る葉の原基が形成 され

る迄の時間を葉間期(Plastchron)と 呼んで いるが,甘 藷の茎 の生長について はどう

で あろうか.正 確で はないが便宜上未展開葉の葉 身の長 さが成葉の長 さの%に なった

時点か ら成葉の葉 身長にな るまでの時間によ り茎 の生長の速 さが計れないか.

(今 村)

16発 根(1)

挿 苗 時 に節 か ら発 根 す るの は,根 の原 基が す で に 出来て いて これ が 発達 す る新 出

(Neuentfaltung)と ・原 基 が新 に 出来 て 発達 す る新生(Neubildung)と が あ ろ う.

茎 の各 節 に 出 来て い る根 の 原 基 数 を 前 も って調 べ,こ れ が挿 苗 によ って どの よ うに変

るか を調 べ て み る こ と・(今 村)
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17,発 根 ②

1節 苗(α2,α 、,b、,ゐ2,b3・ ・… ・)を 挿 苗 して 発 根数,根 の 長 さ,根 の構 造(原 生

木 部 の 数 な ど),肥 大 お よ び茎 の 切 口に お け る カルス(callus)の 発達 の 良否 な ど を

調 べ る.こ の場 合 節 は地 中 に埋 め る.(今 村)

悔翫 一
18.発 根(3)

甘藷 の 発 根 は02に よ って 左 右 され る.長 い 苗の 下方 を 除葉 して長 い 硝子 管 に 立て て

水 を満 す と根 は水 中 に深 く入 ってい る節か らは出ず,水 面に近い節か ら出 るとい う。(Am.

J.ofBot.の1940年 頃 に報 告 が あ る)H20,を 添 加す ると如何 な るか.

ま た ガ ラ ス管 気 中 で 水 を霧 で 与 え る と如 何 にな るか.(今 村)

19。 蔓 出来(1)

甘藷は栽培条件その他 によ って 蔓が著 しく繁茂 し,こ れに反 して藷の出来が悪い こ

とが ある.こ れ を蔓 出来 と呼んで栽培上警 戒 されている.窒 素 肥料 と湿気が多す ぎる

と起 ることが多い.植 物のto酢ootratioは 常 に多少の変異 があ るが甘藷の ように

変異 巾の広い作物 は少ない.こ れは光合成生 産物 が塊根貯養組織 に移動す るか,茎 の

生長 点によ って利用 されるかによ るもの と考 えられ る.こ の現象は貯蔵根の形 成 と生

長点の発達を人為的に制限で きる点で同化物質の移動 ・輸送の研究のための好 テーマ

であろ う.(今 村)
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20.蔓 出来(2)

蔓 出来 の表 示 と して は生 体 重 に よ るtOP/rootratioが も っと もか ん た ん で あ ろ う.

このratioは 作 物 の種 類,発 育 時期,施 肥,環 境 条件,そ の 他 に よ って,作 物 種 に よ

りあ る程 度 の変 動 が あ ろ う・ 甘藷 は栽培 条 件 に よ りこの変 動 の 巾 の も っと も大 きい作

物 で は あ るま いか ・(今 村)

21.蔓 出来(3)

一節 苗 ,二 節 苗,三 節 苗,多 節苗 を用 い除葉,除 芽,土 壌 条 件 な ど色 々の 組合 せ を

用 い てtOP/roOtratiOを 研 究 す る こと.

/7沼

22。 蔓 出来(4)

甘藷 苗 では 同化 生 産 物量11},貯蔵器 管 の 形 成軌 生 長 点 の数(31の 三 者 は 比較 的容 易に制

御 す る こ とが で き る・(1)は 葉 の 除去 も し くは遮光 に よ って,② は水 耕 ま たは 土壊 の過

湿 に よ って,(3)は 腋 芽 の 除去 に よ って 制 隈 す る こ とが で きる.よ って1節 苗,2節 苗

な どを用 い,上 法 に よ る処 理 を行 な い地 上 部 と地 下部 の発 達 を検べ 物 質 移 動の 様 相 を

明か にで きるで あ ろ う.(今 村)
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23腋 芽 ・葉 ・根 の相 互 作 用(1>

種 々の 一節 苗(α2,α1,δ1,62

の 相互 作 用 を

イ.葉 を 除 いた もの

ロ.腋 芽 を 除 いた もの

ハ.葉 も腋 芽 も除 い た もの

の三 者 の 比較 によ り調べ て み る.

,ゐ3
……)の 発根 と藷形成における腋芽 と葉 と根 と

(今 村)

24.腋 芽 ・葉 ・根 の 相 互 作 用 ②

2節 苗,3節 苗 を水 平植 して,葉 と腋 芽 を い ろ い ろの組 合 わせ で 除 き,藷 の 出来 と

の 関係 を し らべ る.

25,光 合 成,実 験 材料

甘藷 の 光 合 成 の補 償 点 を調 べ て み る こ と.こ の補 償 点 は品 種 に よ りどの よ うに違 う

か.ま た 栽 培 条件,施 肥 そ の他 によ りど う違 うか ・

甘藷 の葉 や 茎 は 比較 的 よ く揃 った 材料 が 得 られ るの で,一 一般 の植 物生 理 の実 習 実験

に もっ と利 用 されて よい もので はあ るま いか.(今 村)
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26.甘 藷品種の塊根肥大 の早晩性 と葉の寿命 との関係

甘藷品種の早晩性は,一 般 には利用価値のあ る大 きさになる時期の早晩が問題 に さ

れてい るが(厳 密には肥大曲線の曲 り方によ って早晩 を きめるだろ うが),こ れ と葉

の寿命(下 葉か ら葉 は枯れ始め るが,そ の葉の寿命の長短)と の関係 を確めたい.経

験 によ ると,い わゆる早生 といわれ る品種は葉の寿命が短 いよ うである.

(井 浦)

27.甘 藷品種の塊根の萌芽原基の発育過程 には品種間差異があるが,そ の原因 に対す る

生化学的研究

甘藷品種の塊根 にお ける萌芽原 基の形成発達 に関す る研究は,九 州農業試験場彙報

第14巻3号(1969)に 発表 したが,こ れは形態 的な研究に終 ってい るので,そ れが

起 る原因 につ き馬鈴薯にっ いて田川隆氏が行 ったよ うな研究 に手 をつけるべ きであ っ

た.(井 浦)

28.種 藷 の 催芽 処 理 につ いて

当時 有 効 とい われ た 方法(温 浴,ガ ス浴,化 学 物 質の 液浴,植 物 ホル モ ン液浴 等)

を20余 り試 み たが,殆 ん ど効 果 は な く,酸,ア ル カ リ,塩 等 は む しろ害 徴 を示 した.

唯思 いつ きで試 みた 注射 針で つ き刺 す 処 理 だ けは数 日発 芽 促進 し発 芽の 場所 が拡 が り

効 果 が大 きか った.殊 に注 射 針 にIAA(薄 い)液 をつ けて 行 う と効 果 が顕 著 だ った.

この 現 象の 考察 と して力 説 した い の は最 近 サ ッ マ イモの根 に傷 害 を与 える と エチ レン

の発 生 の 報告 が あ る(名 大 今 関).一 方 エ チ レンの植 物 発育 に 関す る報 告 は 複雑 で 非

常 に 多 い.サ ツマ イモ発 芽 に エ チ レ ンは ど う関係 す るか,殊 にIAAと 相乗的に どう関

係す るか・サツマイモ塊根の注射針突 きさしとIAA処 理 はエチ レン作 用との関連が多いの で

はないか,研 究 を期待 す る次第 で あ る.(畠 山)
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29萌 芽(苗)原 基の形 成とその品種間差異

萌 芽(苗)原 基は塊根形成中か ら収穫後の貯蔵中の何れの時期に形成 され るか,数 の

増 加,発 達状態を多数品種につ き調べ,品 種の萌芽苗立良否 との関係 を求 める,(昭

和26年 頃,東 大在職中に干葉農試小野 田氏 と共 同して始 めたが,多 忙で放棄 したこ

とがあ ります・)(戸 苅)

夢ノ

30.種 い もの老若(齢)と 萌芽極性

甘藷の種い もの崩芽には極性があ って頸部に叢 生 して種い も全面に萌芽 しない品種

が多い.と ころが晩植早取 りの若い齢 とみな され る小藷では,こ の極性が弱 くて比較

的一 様に萌 芽する経験や若干の実験が ある.多 くの品種を用いて この点 を確 めたい.

極性につ いてはホルモンな どの分布を調べて裏づ けしたい.(戸 苅)

31.藷 苗の低温処理

あ る期 間冷蔵 した藷蔓の生理的変化はど うなるか.発 根 と腋芽の発達,お よ び その後

の生 長はどうな るか.

(今 村)
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32沖 縄 で の 感 じ

沖縄 で は サ ツ マイ モは 多年 生 とな る.こ の 場 合 蔓 は段 々 と太 くな る よ うで あ るが,

い もは ど うな るの で あ ろ うか.段 々 と太 くな るの だ ろ うか.そ れ と も古い組 織 は腐 敗

して外 へ 外へ と新 しい組 織 が太 って い くの だ ろ うか.(本 土 で は,直 播種 い もの組 織

は一 部 肥大 し,大 部 分 の 組 織 は太 くな らない.)(児 玉)

33.種 い もの 肥大 性 の 作物 間 比較

種 い もを直 播 した場合,

(1)種 い もが 一 部 分 にせ よ太 る もの に サ ッ マ イモ,ヤ マ ノイ モが,

② 種 い もの 太 らな い もの に ジ ャガ イモ,サ トイモが あ げ られ る.花 き類 を も含 めて,

塊 茎 ・塊 根 作 物 を広 く作 物 間比 較 じて み る と面 白 そ うで あ る.(児 玉)

藍.形 態 研 究 分 野
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34.水 藷(1)

第 二 次大 戦 直後 の 昭和20年 代 前 半 に は 甘藷 が 食糧 と して大 い に利 用 され た.当 時

収 穫期 の 洪 水 で耕 作 地 が 水 浸 しに な って,長 期 間 高温 の 水 が引 か ない と,そ の畑 か ら

採 れ た藷 は煮 て も軟 か くな らな い.こ れ を一 般 に水 藷 と云 った.こ の現 象 を ここで は

硬 化現 象 とい って お く・ これ は組 織 の細 胞 を結 合 さ して い る細 胞 膜壁 中層(middle

lamella)の 変 質 に よ る もので あ る・植 物 の 生 長 は細 胞 膜 の平 面生 長 を伴 うか ら植 物

生 理学 上 重 要 な問 題 で あ るばか りで な く農 産 物 の貯 蔵 ・加工 ・利用 上 大切 で あ る.

(今 村)

35.水 藷(2)植 物柔組織の温水 による硬化の普遍 性

植物組織 の温水に よる硬化はすべての植物柔組織で起 り,水 温が或程度迄は高 い程

早 く起 る,但 し,或 温度 を超 る と全 く起 らず煮 えた状態 になる.こ れはこの現象に酵

素が関与 して いるか らであろ う.普 通の柔組織 は50℃ 位の温水に1～2時 間浸漬す

れば硬化す る.こ の現象は主 として細胞膜壁 の問題で内容物の変化,た とえばデ ンプ

ンの糊化な どは普通に煮 えた もの と変 らない.細 胞壁の問題であるか ら細胞内容物 に

よ って研究 材料 として適,不 適があろう.内 容物の少 ない もの として大根,多 い もの

として大豆な どの子実は如何で あろ うか.(今 村)

36.水 藷(3)

植 物柔 組 織 の温 水 に よ る硬 化 は細 胞 壁 中層(middlelamella)のPektin質 が 熱水

によ って不 溶 性 に な る こ とによ る(文 献 ・三 輪,住 木,小 沢,蟹 江,雑 賀参 照).

1)水 温/硬 化 関係 は植 物 の種 類,ま た組 織 の 種類 に よ って違 うか.2)硬 化 の 起 ら

な くな る温 度 は 種類 に よ って違 うか.3)硬 化 した もの を軟 か くす る こ とが 出来 るか.

修 酸や 蔭 酸 ア ンモ ン液 で 煮 る と軟 か くな る.4)硬 化 した もの をautoclaveで100℃

以 上 で処 理 す る と如 何 な るか 。5)180℃ 位 の 油 で揚 げ る と食 べ られ るよ うに な る.

硬 化 度の 測 定 に は現 在 い ろ い ろの 方 面 で測 る機 械 が あ るだ ろ うが,そ の うち最 もこの

研究 に便 利 な もの を選 ぶ こ と.(今 村)
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37.水 藷(4)藷 を種 々の 温 度 で煮 る こ と.

水 温 と水 浸 時 間 と硬 化 度 との関 係 を多 くの 植 物 の 種類,多 くの 種類 の 柔組 織 につ い

て 明 らか にす る こ と.こ れ が この 現 象の 機 構 の 解 明 と細 胞 壁 の生 理 を 明 らか にす る上

で 最 も大 切 で あろ う.

甘 籍 の種 類,藷 の 熟 度,ヤ マ ノ イモ,サ トイ モ,ジ ャガ イ モ,ダ イコ ン,ニ ンジ ン,

ゴボ ウ,レ ン コ ン,な どの種 々の 柔組 織,筍,ア スパ ラガ ス,ウ ドな どの生 長 しっっ

あ る組 織 の 硬 化 な ど広 く資料 を集 め る の が 望 ま し い.(今 村)

38.水 藷(5)組 織 硬 化 に 及 ぼ す 種 々 の 物 質 の 影 響

KC4,NaC4,LiC乙KNO3,K2SO4,NaHCO3,Na2CO3,K2SO4,MgC42,

CaC43そ の 他 の 無 機 塩,Hofmeisterのseriesを 注 意 の こ と.

HC4,H2SO4,HNO3,NH40H,NaOHそ の 他Metanol,Etanol,Formaldehyde,

Acetaldehyde,organicacidそ の 他

酢,醤 油,そ の 他 調 味 料(今 村)

39.水 藷(6)

正 常 藷 と水 藷 との熱 水 浸 出 液の 分 析Pektinや そ の他 の 細 胞 壁構i成物 質並 び に無

機 成分,と くにCaな どにつ いて

(今 村)
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40水 藷(7)

水藷を細切 して圧力 をかけ ると多量の糖分を含む細胞液汁が容易に得 られ るとい う

(蟹 江氏).こ れ はplasmale㎜a(物 質の出入を支配 している原形質の最外層膜)の

変質又は破壊 と考え られ るか ら電顕による研究が必要である.水 藷搾汁 は生藷汁液 に

比較 して褐色に変化 しない.両 者の成分の 差を し らべ ること.(今 村)

41.肥 大生長(1)

藷の直径の決定 は容易であるが,長 さの決定 と藷の首の長 さについては難 しい場合

が多い.内 部構造によ って決めることが 出来 るが手 間がかか るか ら便宜上,首 と藷の

境 は藷首が太 くな って直径が2倍 になるところ迄 と決めた ら如何か.

(今 村)
へ12___多'}'

一長さ十 一=

苗

42.肥 大 生 長 ②

肥大 す る(藷 に な る)根 と肥 大 せ ぬ(藷 首 また は シ ッポ,ま たは ゴボ ウ根 に な る)

根 との構 造

節 部 、」

ゴボウ根 ,幼根
、

木部

髄細胞の分裂

によって肥大

原生木部は

離れる

肥大しない根では木部は外原型で1

内方に向って発達し,原 生木部は

中心で接着する.

この現象は根,首,尾 など肥大し

ない部分に特徴的にみられる.何 と呼んだらよい加

/施 大根
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43根 の構 造 の 観察

根 の長 さ ・直径 ・根毛 帯 の 長 さ,中 心 柱(centralcylinder)の 直 径,放 射 性 木 部

の原 生 木 部 か ら内方 に 向 って 次 第 に大 きな導 管が で き る.即 ち,外 原 型 で あ る.発 育

条 件 に よ って変 るか ・(横 断 切 片 をPhoroghcinの ア ル コ ー ル溶 液 に ひた し,conc

HCLを か け る と木 質が 赤 く染 ま る.)こ の 原 生 木 部 の 数 は 種 類,発 根 の 条 件,肥 大

生 長 な ど との 関 連が あ るか.

(今 村)

44貯 蔵藷 内の新貯蔵組織の再形 成

収穫 し木箱 に貯 えておいた藷を,翌 年9月 頃までそのまま放置 しておいた ところ,

藷か らは黄繊化 した芽が 出て徒長 して いた・藷全体は貯蔵物質が消費 された状態であ

ったが ・その一部 に充実 したふ くらみが見 られた.切 って みるとこの部分の組織 は新

に形 成 された もので,新 しい藷 同様貯蔵物 質が充実 していた.

このように水 も与え られない極端 な条件で も,新 たな組織(い もの形成)を つ くり,

前年の組織か ら貯威物 を移勤 させ(ひ きつ け)る 働 きを もつ こともあるよ うだ.(品

種:護 国藷)(久 世)

45塊 根 内部 の 芽の 形 成

前年 収 穫 した藷 を6月 頃,水 を入れ た ビー カー に立 て る と,す ぐ発 根 し,芽 が 伸長

し始 めた.こ の芽 を片 っぱしか らもぎとった.約2ケ 月 して,藷 を輪 切 りに して み る と,

内部 に多 数 の 芽(茎)が で き,ぎ っ し りつ ま って いた.こ の部 分 は貯蔵 澱 粉 な どが 消 費

され,い わ ゆ る懸(ス)の はい った状 態 に な って い る空 間 と考 え られ る(25℃ 恒 温 暗

室).

これ は外 に 出た 芽 を取 りっづ けた の で,補 償 的 に 藷の 内部 に芽が 生 じた もの で あ ろ

う.(品 種:護 国 藷)(久 世)
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46.甘 藷の塊根の 皮色について

甘藷塊根 の皮色 と地中茎(苗 が地 中に挿入 され藷の着生す る部分)の 周皮の色 とは

一致す る・地上茎 に色の差異(紫 緑)が あ って も,植 付け られた茎の地中部 は色素 を

失い黄白色 とな り,そ の亀裂部の周 皮に固有の色が あ らわれ,そ の色が塊根の色 と一

致す る・地上茎の 色と藷の 色とは無関係であ る.塊 根の発生学上当然か も知れないが

未発表のまま とな っているので確めて もらいたい(井 浦)

47甘 藷 茎 の 側 芽 中の 葉 始原 体 の 数

長崎原爆(1945,8,7)で 被爆 した甘藷畑 を10月25日 に見た.爆 心か ら700m地 点に至 って,

始 めて辛 くも生存 した茎か ら側枝の伸 びている株 を採取 した.地 上部の スケ ッチを付図に示 し

た.苗 蔓の地 ぎわに近い2節 まで生残 り,15枚 と24枚 の展開葉 をつ けた側枝が みられた.と

もに茎部の11節 間は短縮,そ れ らの節の着生葉はすべて小型で崎形であ った.こ の ことか ら

被 爆時に側 芽中 には11個 の葉始原体が分化 していた と考えてよいだろ うか,な お展開葉15

枚 をつ けた側枝 には茎生長点 らしい ものは見 られなか った.(長 谷川)
夢

翻…
ゆ← 損傷枯 死部

一 地面
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48甘 藷 の イモの 形 状 と繊 維 発 達 との 関 係

ベ ニ コ マチ(甘 藷農 林33号)は 食用 品 種 と して 品 質 は極 上で あ るが,イ モは くね く

ね と曲 る欠 点が あ り,ま た イ モの繊 維 含 量 が 極 め て少 な い こ と を聞い た.イ モの 形 状

に繊 維 の発 達 が 関係 す る こ とは十 分 考 え られ るか ら,両 者 の 関係 を研究 す る と面 白 い

と思 う,(長 谷川)

W.栽 培 研 究 分 野

49大 イモ と小 イモ

原 料 用 は大 イモで,1株,1kgの 大 イモ(桜 島 ダ イ コ ンの よ うに)10ア ール 当 り,

5,000株 で5,000kgの 収量.

そ 菜 用 は小 イモで,1株500gの 小 イモ で,10ア ール当 り30,000株 で,3,000kg

の収 量.

品 種 改 良 と併 行 して,前 者 は小 イ モの 直 播 栽 培,後 者 は切 片 栽 培 を検 討 す る と面 白

い ・(藤 瀬)
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50甘 藷の直播研究

わが国での甘藷 の栽培 には園芸的な手法が用い られて来た.す なわち特殊 な苗床に

種藷を伏込んで苗を育て,手 作業で採苗 し挿苗 している・ しか し農作業の省力化,収

穫の早期化,つ るも含めて全収穫量の増大化,早 越対策な どよ りみ ると,直 播の研究

の意義は大 きい.私 が当面 した最初の問題の一つは,種 小藷が再 肥大す るため新生藷

収量が減少す ることであった.そ こで1956か ら種小藷の再 肥大の抑制 と再 肥大性の

小 さい品種育成の可能性 に関 して研究を推進 し,結 果 は中国農試報告A第8号(1962)

に報告 したが,残 されてい る問題は樋めて多 い.今 後の研究 を強 く要請 したい.

(秋 田)

51直 播用種小藷の生産 と貯蔵

直播栽培の普及 には種小藷の確保が不可欠 である.種 小藷 の10ア ール 当り所要量は

3,000個 位である.そ の生産には採種栽培法 と種小藷の貯蔵法の研究が必要である.

一応 ,晩 植密植栽培が考 えられ るが,若 い藷 ほ ど直播 した場合 に再 肥大 し易い傾向が

あるので,種 小藷 に対 して何等 かの処理が必要 になるだ ろう.(秋 田)

52直 播 した種小藷の再 肥大の抑制

萌芽直後 に種小藷 上面の土を取 り除いて 曝光す ると種小藷の再肥大が抑制で きるこ

とが分 り,そ の理 由づ け もで きた.し か し実際栽培 においてこのよ うな ことを手で行

うことは至難 なことである.そ の対策 として,ま ず種小藷 は浅植 し,上 面は土で覆 わ

ないで黒色 ビニールフ ィルムで畦 を被覆 してお く,萌 芽 した らビニールを除去 して種

小藷に光 を当て るこ とにしては どうだ ろうか.ビ ニール被覆によ って地温 は上昇 し,

催芽発根が促進 され,ま た雑草の生育は抑制 で きると思 う.(秋 田)
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53挿 苗後各節間切断処理

覆土3c皿 あま りの水平挿に して,挿 苗後10日 前後で董の各節の末端部で切 りはな

す と,無 切断区に くらべ て親葉の生長,側 芽発生数,そ の長 さ,全 地上部重量,総 藷

数 と重量な どが大 とな る.無 切断の場合 には大型の藷が数個先 方節 にで きるの に対 し

て,切 断処理 の場合は比較的 に中型均等 な藷が数多 く得 られ,種 藷生産な どの 目的に

合致す る.
ハ ハ ハ バA。

一
勢定鋏で覆土上から他の部分を動かさないように切断する.

(畠 山)

54環 境 条件 と収 量

6月 半 ば以 降 の 挿 苗 は急 激 に 収量 の低 下 をまね くが,そ の原 因 を明 らか にす るた め,

6月 半 ば か ら5～7日 お きに 同一 圃場 に挿 苗 し,こ れ を5回 位(多 い 程 良 い)続 けて

一・定 期 間 後 収穫 す る .こ の 期 間 の気 象,土 壌 条件 を観 測 して お く.こ れ を何 年か 行 え

ば原 因 が 明 らか にな るで あ ろ う.す で に多 くの試 験 が あ る と思 うの で,綜 合 的 と りま

とめが必 要 で あ ろ う.(今 村)

55暖 地での晩植 による減収機構

南九州 など暖地では・甘藷の生育期間 は長いのであるが,挿 苗期が晩れるにつれて

減収 し,6月10日 頃を境に して減収は一段 と著 しくなる.そ の よ うな晩植畑 におい

ては ・梅雨明けの頃の蔓 によ る地面被覆 は不十分 なた めに地温 は8月 中旬頃まで高温

に経過す る.長 谷川(1956)は,暖 地にお ける晩植 による減収の主な る外的環境条件

は,地 温 の高温であ るとしてい るが,熱 帯にお ける甘藷栽培 にとって生育初期の地温

の高温の影響 を調査 してみ る必要が あると考えて いる.(長 谷川)
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56甘 藷 の生 態 的特 性

甘藷 の 生 態 的特 性 は まだ よ く分 って い な い よ うな気 が す る.宮 大 農 場(沖 積 土)で

品 種 の一 畦 比 較 テ ス トを行 った ところ,3年 連 続 して ヒメ コマ チ(関 東 で は紅 赤 にか

わ る食 用 品 種)は 少 くと も コガ ネ セ ンガ ン な どよ り多 収 とな った.こ の よ うな 現 象 は

甘藷 の 生 態 的特 性 を 明 らか にす る 上での き っか け に な らな いだ ろ うか.

(児 玉)

57巾 の広 い環 境 条件 での 試 験

試 験場 で 多 くの 試験 を した が,一 つ の 限 られ た 巾(温 帯,一 年生,変 異 の 巾がせ ま

い?)の 中で 考 察 して いた よ うな気 が す る 。沖 縄 の生 育 をみて 本 土 の変 異 の 巾 と異 っ

た広 い 巾 が あ る よ うな気 が す る.も う一 度 巾の 広 い環 境 条件 下で 多 くの 試験 を して み

た い と思 う.た と えば一 例 を示 す だ けで は あ るが,試 験 期 間(生 育期 間)を1年 間 と

せ ず何 年 間 に も亘 った場 合 は ど うな るのだ ろ うか.従 来 と異 った 傾 向,異 った 理 論が

生 れ な い か.(児 玉)

58.生 態 研 究 の一 つ の 試 み

最近 の 研究 は,分 析 が重 要 視 されて,多 くの デ ー タは 出 るが,技 術開 発 につ なが り

に く くはな いか.も っ と生 態 的 な 研究 も加 味 して は ど うか ・ この場合,一 般 的 な もの

は な され て い るの で,次 の よ うな テ ー マは ど うで あろ うか.

①1株 当 りイモの 数 を どれ だ け増 す こ とが で き るか,

②1節 当 りイモの 数 を どれ だ け増す こ とが で きるか.

③1個 の イ モを どれ だ け太 らせ る こ とが で き るか.

④1株 当 りの 多収 穫 の 限度 は… … ….

(児 玉)
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59.試 験 研 究 の テー マ につ いて

従 来我 々は,栽 培 法 の 研究 を中 心 と して 行 って 来 た.最 近 もこの 種 の 試験 研 究 が多

い が,品 櫨,肥 料,機 械 な ど には 差 は あ って も生 態 的 な見 地 か らす る と 目新 しい 内容

は極 めて 少 い よ うに感ぜ られ る。 もっ と純粋 な生 態 研究 の必 要 は な いか,そ の 中 か ら

耕 しい 技 術や 考 え方 が生 まれ る と思 う.

理 由 ・バ イオ マ スな ど,資 源 論的 な考 え方 が 今後 大 切 とな ろ う.こ の場 合 要 求 され

る もの は,ま ず 太 陽 エ ネル ギ ー固定 能力 と思 われ る.無 生 物 的 な固定 量 と生 物 的 な固

定 力 の 比較 ・生 物 的 な場 合 の サ ッマ イ モの位 置 づ け.(児 玉)

60整 枝法 な ど園芸 的手法の適用

園芸では整枝技術 は當識であ って,菊 な どでは大輪の花 を咲かせ ている.こ のよ う

な技術 をサ ツマイモに適用 してみて はど うか.す で にこれに類す る研究や試みが研究

者 ・篤農家 な どによ り行 われているが,更 に理 論的に研究す る価値があるよ うに思わ

れ る.出 来れば沖縄 な ども含めての広 い研究が 面白そ うである.(児 玉)

61加 里 の深 層 施 肥

水 稲 にお け る深層 窒 素 追 肥 技術 の 考 え方 が サ ツ マ イ モに も適 用 で きな いだ ろ うか.

これ は サ ツ マ イモの 多 収 穫i栽 培 圃 で は下層 土 の 加里 含量 が 高 い(津 野 氏)こ と と,

サ ッ マ イ モは早 ばつ適 応 性 の 強 い こ とか ら着 想 した.心 土耕 して 深層 に 加里 を施 肥 し,

高 畦 栽 培 した らど うな るだ ろ うか.(児 玉)
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62篤 農 家 の 技術 につ い て(1)

古 い品 種 の時 代 には,篤 農 家 は良苗,高 地 力 な ど丁 ね いな 栽培 法 に よ って株 当 り収

量 を大 と して多 収 を あげて い た が,最 近 で は適 当 な品種 を用 い さえすれ ば,特 殊 な栽

培法 で な くて も多 収 が得 られ るよ うにな った.し か し今 後 は 篤農 家 の技 術 を 更 に と り

入れ る こ とに よ って,飛 躍 的 な多 収 が 得 られ な いだ ろ うか.以 前多 くの 試 験 を して い

た と き,解 釈 で きない よ うな飛 躍 的 な多 収 の 区が あ った経 験 が あ る,そ れ らは その ま

ま理 由の 解 明 もせ ず,く り返 しす るこ と もせ ず,放 置 して しま った.

(児 玉)

63篤 農 家 の 技術 につ い て②

絵 画 ・写 真 な どの 修業 に際 して,名 画 ・名 写真 を再 現 す る くんれ ん をす る(模 写 な

ど).こ れ に よ って,技 術 をみ が くの で あ ろ う,

我 々 も篤 農家 の 技 術 を複 写(?)し て,そ の 通 りの生 育,収 量 を得 る くん れん を して

みて は ど うで あ ろ うか.新 技 術 の開 発 に役 立 ちそ うな気 が す る.

(児 玉)

64沖 縄での感 じ

比較的粗放栽培で も多収の よ うである.多 収穫栽培記録 をみ ると想像 もで きない位

の多収のよ うであ る.技 術者 に聞 くと収穫調査方法が不備であ るとのこと,感 じとし

て は相 当 とれ るのではないか と思 った.

沖縄で(亜 熱帯,熱 帯で)多 収穫栽培試験 をしてみた らどうか,

(児 玉)
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65台 湾の糊仔栽培

台湾で糊仔栽培 とい って,水 稲間作 に甘藷を植付 ている.水 面上に畦頭が出 るよ う

に畦 立 て し,苗 を植付 け る と聞 い て い る

ろ うか.

.こ の場 合,塊 根 形成 は ど うな って い るの だ

(児 玉)

66.中 国の甘藷栽培

中華人 民共和国では甘藷栽培 面積が極 めて多 い と聞いている.こ れは何 に利用 され

てい るのだろ うか.ま た他の作物 と比較 してどの点が有利 なのか.こ の点を調査す る

と,案 外今後のバ イオマスや飼料 ひいては食糧問題に も役 に立たないだろうか.ま た昆

明で は直播栽培が多いと聞 くが何 故多 いのか.こ れ も問題 として興味深い(苗 の活着

の問題ではないであろ うか).(児 玉)

67甘 藷 の前 作冬 作 物 と しての 牧 草

多 収品 種 が 普 及 し,栽 培理 論 が 明 らか に な り,肥 料 の使 用 も容 易 に な った今 日 にお

いて,甘 藷 の 主 産県 を 自負 す る鹿 児 島 の 収量 が い まだ2.4ト ン/10ア ール に す ぎな

いの は,地 力 増 強 に対 す る関心 の薄 いた め と考 え られ る.私 は イモ ー コムギの 連作 時

代 に,小 麦 問作 として ル ー ピンの導 入 を提 唱(1954)し た ことが あ る.今 日で は イモ

の前 作 物 は皆 無 に等 しいか ら,冬 作 物 と して前 作 に牧 草(イ タ リヤ ンラ ィ グ ラス,ア

カク ローバ な ど)を 播 いた ら ど うか と思 う.実 施 は 容 易で,有 機物 増 施 に有 効 な こ と

が 考 え られ る・(長 谷川)
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68甘 藷畑の土壌通気 を良 くす る方法

土壌通気の不 良は,塊 根形成を阻害(戸 苅)し,塊 根 肥大の抑制 はとくに生育後期

において著 しい(渡 辺 ・児玉)と されてい る.甘 藷ほ ど土 中の生体重の大 きな作物は

ないか ら,上 記の知見は多収栽培に とって重大な意味を もつ.か っての篤農家の多収

畑 では多量の有機物施用で,腕 を突 っ込む と肩まで入 るほど土壊 は膨軟化 していた.

そのよ うな状態になす安易な方法はないだろ うか.一 般 に基礎的研究の 成果 を実地 に

生かすための研究が乏 しいよ うに思 われ る.(長 谷川)

69種 藷の乾熱処理 によ る萌芽促進

鹿児島時代 の経験であ るが,種 藷 を30℃ 近い恒温器 に10日 間おいて乾 熱処理 し

てか ら冷床に伏込んだ ところ,萌 芽は著 しく促進 し,採 苗数 を増 し好結果 を得た.こ

のよ うな方法は直播栽培 に応用 した ら面 白い と思われ る.

(長 谷川)

70.甘 藷の生産費低 下の限界究 明

原料 ・飼料 としての需要の増大に とって,生 産費の低 下は不可欠である.先 年,鹿

児島で甘藷 を10ヘ クタ〒ル も栽培す る農家 を訪ねたが,栽 培技術の低 いことに驚い

た.前 作物 として冬作はな く,無 堆肥,無 機肥料の多用 による連作のため,地 力 は低

下 して高でんぷん多収品種は少収 とな り,栽 培不能 とのことであ った.こ のよ うなイ

モ作大型農家 を重点指導 して,生 産費低下の限界 を究明することは必要で はあるまい

か.(長 谷川)
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V.貯 蔵 研 究 分 野

71.寒 さに強 い サ ツ マ イモ(1)

サ ッ マ イモ は寒 さに弱 く,冬 期 間 の 保 存 がか ん た ん に で きない の が難 点 の 一つ で あ

る.バ レイ シ ョの よ うに台 所 の 隅 に放 置 して も腐 らな い よ うな サ ツ マ イモは で きな い

ので し ょうか.(藤 瀬)

72寒 さに強 い サ ツ マ イモ②

九 州 農 試 指宿 試 験 地 に い た ころ,寒 さに強 い サ ッ マ イモ を作 ろ う と思 い,秋 にF1

実生 を畑 に 植 えた こ とが あ る.指 宿 の 暖 か い気 候 で も自然 状 態 の 畑 で は越 冬 す る もの

は なか った が,耐 寒 性 の程 度 には あ る程 度 の個 体 間差 が み られ た.

(藤 瀬)
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73.寒 さに強 い サ ツ マイ モ(3)

萌 芽 しか か った 種 イ モは寒 さに強 い よ うで あ る.な ぜ だ ろ うか?

(藤 瀬)

74。 寒 さに強 い サ ツ マ イモ(4)

盛 岡の冬 は寒 い.日 中で も0℃ 以下 に な る 日が か な りあ る.そ うい う 日で も,石 焼

きい も屋 の屋 台 に は,焼 く前 の い もが か な りの時 間空 気 中 に さ らされ て い る ことが あ

る.よ く腐 らな い もの だ.一 度 ゆ っ く り,仕 入れ て か らの 取扱 いの仕 方 な どを聞 きた

い と思 って い る.(藤 瀬)

75.甘 藷 の冷 害

柑藷 は集 エ ネル ギ ー作 物 として 見 直 されて い るが,低 温 度 で は保 存 が きか な い 、 こ

この謂 所 冷害 は呼 吸異 常 の問 題 で はな か ろ うか.藷 は厚 み が あ るか ら,内 部 細 胞組 織

の 環境 変動 は ゆ っ く りして い るが,然 し確 実 に影 響 を 受 け る.こ の冷 害 を各 種 温度 に

お け る呼 吸 の正 常 ・異 常か ら見 る と ど うな るで あ ろ うか.冷 害 を呼吸 で も,そ れ 以外

で も何 か 数 量 的観 点か ら確立 す る と究 究 の 次 のStepが 進 みや す い.

(後 藤)
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76冷 害環境か らの恢復

甘藷 は低温にあわせ ると保存が きかないと言われ るが,真 冬の夜,人 が住む室の暖

房 を止め,朝 がた には1～3℃ 程度 まで 下る程の変温室内(藷 の温度はこれ程ではあ

るまいが)で も,日 中暖房 を入れて適温 に上れば,日 々これの繰返 しで生藷を翌夏 ま

で保存 で きる,こ れは どうも継続す れば冷害 を起す温度条件で も或る時 間は耐え,後

に適温時間があればその 間に力(?)を とりもどし,更 に力 を蓄 えて生 きてい る状態 を

継続で きるので はなかろ うか。(後 藤)

77間 敏 加温貯蔵法(?)

異 な る冷 害 的 温 度 にっ き,そ れ らの継続時 間に対 して夫 々正 常 生理 に恢 復 で き

る限界期間があ るに違 いない(そ の期間 を過 ぎると恢復で きぬ とい う期間).か か る

冷害温度 と継続時間の量的関係 が解 明 され ると大量貯蔵にお ける間敏 加温貯蔵法(?)

が 考 えられる.例 えば保存設備を低保温(冷 害温度)と 適保温の2段 階に計画的に分

けて,組 合せて運用すれば,常 適温貯蔵に比べ省 エネルギーにはな らないか.実 用 ま

では大変だろ うが.(後 藤)

78.甘 藷(生)の 室 内変温 貯 蔵 の 注意

① 密 閉 条件 を避 け る.

② や や 乾燥 ぎみ に 保つ.

③ 過乾 を避 け る.

④ 温 度 の激 変 を避 け る 〔温 度変 化 に伴 って 甘藷 表 面 を水 分(凝 結)が 覆 い呼 吸 阻

害(?)に な らない様 に 〕

実 際 に は ビ ニー ル袋 に入 れ,口 を開 け,状 況 に よ り開 度 を加 減 し,段 ボ ー ル 箱 に

立 て て お く程 度.(後 藤)
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79低 温貯蔵 い もの生理活性

藷は低温 に弱い.低 温に置かれた ものは容 易に腐敗す る.恐 らく低温で微生物に対

す る抵抗性が低下す るのであろ う.試 験 管内に無菌的 に藷のブ ロックを入れて低温処

理を し,Callus形 成,微 生物に対する抵抗性 な ど生理的変化 を調 べる必要はないか.

(今 村)

80耐 冷性の強化

サッマイモの最大の欠点とすべき腐敗 し易い原因の中 病 理的には,黒 班病が最大の主役であり,

戦 中戦後,研 究 も進歩 し,併 せて品種改良 も進歩 した.し か し生理的方面の改良 には,

キ ュァ リング貯蔵が ある他は見 るべ きものはない.冷 害限度8～9℃ を更に進 めて馬

鈴薯程度迄 改良が 出来ないか.台 湾 に耐霜性同種植物があ ると聞 くが.

(小 野田)

81耐 冷 性 の 向 上

耐冷 性 品 種 の育 成 を 考 えて は ど うだ ろ うか.ま た少 しばか り萌 芽 した状 態 で の貯 蔵

は ど うだ ろ うか.ま た,3c皿 角 位 の切 断 い もに セ レサ ン粉 衣 した もの は腐 敗 が少 なか

った(中 沢 氏)と 聞 いて い る.い もに薬 剤 処 理 して耐 冷性 の 向 上が で きな いだ ろ うか.

(児 玉)
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82萌 芽 した い もの耐 冷 性

い もを9℃ 以 下 に長 期 間 お く と腐 り易 い といわ れ て い るが,雨 芽 し始 め てか ら萌 芽

長 が10cm位 に な るまで の 間 は,極 め て寒 さに強 い よ うで あ る.鴻 巣 で の 体験 で あ る

が,秋 か ら春 にか けて い もを戸 外 にお き,屋 根 か ら雪 がお ちて い もにか ぶ って も腐 敗

は 極 め て少 なか った.研 究 の価 値 が あろ う.(児 玉)

83.耐 冷性 と傷 口の コル ク層 形 成 力

貯 蔵性 に関 与 す る条 件 の 一つ は耐 冷性 で あ る と思 う.九 州69号(?)は 貯蔵 性 が よ

い が,コ ガ ネセ ンガ ンは 悪 い と聞 い て い る.こ れ は 低温 時 にお け る傷 口の コル ク層形

成 力 に差 が あ るた めで はな か ろ うか.コ ル ク層 形 成 力 と温 度 との 関係 な ら びに その 品

種 間 差異 を研 究 して は どうか.差 が あ れ ば育 種 に利 用 で き る.(児 玉)

84.収 穫後 の腐 敗 に つ いて

熱 帯 で は キ ヤ ツサ バ は収 穫 後2～3日 しか 貯 蔵 で きない.1週 間 もす る とほ とん ど

の い もが か び に覆 わ れて 腐 敗 して しま うが,サ ツ マ イ モは割 合 腐 敗 しに くい と聞 いて

い る.腐 敗 原 因 につ いて,両 者 の 比較 は 面 臼そ うで あ る 。

(児 玉)
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85甘 藷の摺込貯蔵法

今後,甘 藷の大量生産 と大量消費 を目的 としての加工原料 を考 える場合 には,摺 込

貯蔵法の研究 を更に進 めた ら如何.こ の方法 は加工使用までの運搬中と堆積 中に生ず

る莫大な損耗の事実を認 め,終 戦直後,千 葉県農業試験場で筆者 らが考案 した もので

あって,農 家個人 にとっての簡易加工方 式であろ う.1立 坪(6.1∬f)の 貯蔵溜に約

10トの原料が収容で きることが魅力であ る.(小 野田)

U.利 用 。品 質 研 究 分 野

86肉 質 と環 境条 件(1)

コ トブ キ(高 系14号)は 宮 崎 で は,早 掘 して も割 合 に粉 質で あ るが,晩 掘 す る と早

掘 よ りも粘 質 に な りや す い と聞 いて い る.こ の理 由 は何 で あ ろ うか.普 通 は この 逆 で

あ る.早 掘 で はで ん粉 の 蓄積 が ま だ不十 分(い もの 肥大 が先 で,で ん粉 蓄積 は あ と)

なた め と思 って い たが,ひ ょ っとす る と環 境条 件 の π めで は な いか.早 期 栽培 の 米 は

不 味 い.沖 縄 で は 同 じ品 種 で も8月 頃収 穫 した ラ ッカセ ィは11月 頃収 穫 した もの よ

りパ サ パ サ して い て不 味 い.(児 玉)
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87肉 質 と環境 条件(2>

ニ ューギ ニ アか らの 復員 兵 の 方 か らの 話 だ が,沖 縄100号 は熱 帯 で 栽培 す る と極 め

て 粉 質 に な る とい う.こ れ は本 当 だ ろ うか.粉 質 とか 粘 質 とか は一 体河 だ ろ うか.日

本本 土 で は品 種の 特 性 と して 強 くあ らわれ て く るが,熱 帯 で は品 種 間の 差 異 は 日本 本

土 と同 じ傾 向 だ ろ うか.(児 玉)

88硬 化 による甘藷の利用

組織の温水浸 によ る藷の硬化 は甘藷利用の手段 と して用い られ る可能性があ るので

はないか.

1)硬 化藷の圧搾汁の利用,例 えば糖 含量の多い系統 を育成 して搾汁 を採 り製糖原料

とす る試み(蟹 江松 雄博士 の案)

2)硬 化藷の圧搾 によ って甘味 を除いて利用す る案,甘 藷が食糧 として大量に消費 さ

れ難 いのはその甘味によるところが 大 きい.例 えば甘 味 を除いて ポテ トチ ップ 様

の ものは出来ないか.(今 村)

89水 藷 現 象 の利 用

植 物 組 織 の温 水 によ る硬 化 の現 象 は古 くか ら経 験 的 に知 られ,食 品 製 造 技術 に用 い

られて いた よ うで あ る・ マ ロン ・グ ラ ッセ(marronglac6栗 の 実 の砂 糖 漬)の 製 造 に

は栗 の 実 を煮 る前 に 栗 を温 水 中 に漬 けて お いた 後 で茄(ゆ)で て 煮 くず れ を防 ぐとい う

(松 本 熊 市 京 大 名 誉 教授 談).ま た 苺 ジ ャ ムの 製 造 に は 苺 の形 を残 す た め始 め低 温

で煮 た 後,高 い 温 度 で煮 沸 す る とい う.(今 村)
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90澱 粉

甘藷 澱粉 は 系統,品 種,栽 培 条件 に よ って違 い が あ るか.二 国二郎,長 谷川浩 氏 らの

研 究が あ ろ う.糊 化 温 度,ヨ ー ド反 応 の 吸 光 曲 線 な ど との程 度 の変 異 が あ る ものか.

(今 村)

91澱 粉 原 料 と して の サ ツ マ イモ

救 荒 食物 と して の サ ツ マイ モは,非 常 時 に だ け珍 重 され る.グ ル コー ス,フ ラ ク ト

ー ス ,シ ュク ロー ズの 常 成分 の 他 に煮 れ ば マ ル トー スが沢 山生 じ,甘 くて 連 食が きか

ない.精 製 澱 粉 の原 料 と して は,水 溶成 分 が 多 く,形 態 的 に土 砂が 残 り,品 質 を落 す.

(二 国)

92.う ま い イ モ,ま ず い イ モ

お やつ と して うま い イ モは,澱 粉 の集 積 が 悪 く,煮 た り焼 い た りす る間 に β一ア ミ

ラーゼ の作 用 で 澱 粉 の一 部 が分 解 して マル トー スが沢 山生 ず るた め らしい.β 一ア ミ

ラー ゼの 量 に は品 種 間 の差 はな い よ うだ(三 重大 。奈 良 省三 君 の研 究).β 一 ア ミラ

ー ゼの 作用 はNaC6で 促 進 され る .(二 国)
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93甘 藷 の需 要 を高 め る こと:

どん な に 良 い品 種 を作 って も甘藷 農業(生 産)が 衰 退 して は意 味 が な い.ま ず 甘藷

の 需 要 を高 め る こ とが先 決 問題 で あ ろ う.エ ネル ギ ー資 源,そ の他 の 工業 用 品 として

の 利 用 法 か ら食品,飼 料 用 と巾広 く拡 げて 行 くべ きで だ ろ う.

台 湾 の 甘 藷学 術 研 討会 で は,休 憩 時 尚に コー ヒと種 々の 甘藷 菓 子 を試 食 した り,ラ

ンチで は各 種 の 甘藷料 理 を満 喫 した(甘 藷 食 譜,実 践 家 政専 科 学 校 家 政 科編,参 照).

甘藷 は米,麦 に 比べ てす ぐれ た栄 養 分 に富 ん で い るか ら,自 然 食 品 と して も子 供 の オ

ヤ ッな どに も宜 しか ろ う.家 庭 主 婦 な どに 対 して,甘 藷 の 加工,料 理 法教 室 を 開 くこ

と も一一案 で あ ろ う.(西 山)

94蒸 切平の製法の改善

蒸切干は蒸 い もを薄 く縦に切断 して直射光 を避 けて風乾 ・糖化 した もので あるが,

日が たつ と固 くな り,や や もすれば亀裂 を生ず る.ま た嵩高いので輸送に不便である.

か って私は茨城県那賀郡大宮町 の親友か ら蒸切干 の一塊 を戴いた.こ れは生かわ きの

蒸切干の細片 を塊状に圧縮 した もので,柔 か く日がた って も風味が優れ,容 積が小 さ

く輸送 な どに も好適 と思われた.こ のよ うな加工技術 の改善普及 を計 り,甘 藷の用途

の拡大 を切望する.(秋 田)

95甘 藷 の生 産 増 強 に寄 与 で きる研 究

わが 国 で は甘 藷 はSolarenergy固 定 力 の 最 高 の作 物 で あ るの で,食 糧 ・飼 料 ・工

業 原 料 と して,ま た アル コール化 し易 い 待 性 か らBiomass資 源 と して も注 目 されて

居 り,温 暖地 に お け る栽培 面 積 の拡 大 に対 し,一 方,開 発 途 上 国 での 食糧 窮 乏事 情 の

好 転 に対 して,寄 与 し得 る よ う技術 ・経 済 両 面 よ りの 研究 を早 急 に強 力 に進 め る必 要

が あ る.(秋 田)
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96。 バ レイ シ ョの よ うな サ ツ マイ モ

沖 縄 で は,サ ッ マ イモ を常 食 に して い た こ ろ,沖 縄100号 が 喜ばれ た,水 分 が 多 く,

甘味 の少 な い こ とが 常 食用 と して は む しろ歓 迎 され るか らで あ る.サ ッ マ イモの 甘味

が減 少 す れ ば,作 りや すい こ と,収 量 の 多 い こ と とあ わせ て,熱 帯 諸 地 域住 民の カ ロ

リー源 と して サ ッ マ イモ は極 め て有 望 だ ろ う.バ レイ シ ョみ た い なサ ッ マ イモ を作 っ

て 下 さい.一 育 種 家 に 一.北 の バ レイ シ ョ,南 の サッ マ イモ と して 日本 で もそ菜 用 と

して 普 及 す るで し ょ う.(藤 瀬)

97.バ イオ マス に関 連 して(1)

一 定 面積 当 り ,エ ネ ルギ ーの ア ウ トプ ッ ト,イ ンプ ッ トの 関係 は ど うな るのか.生

物 ・無 生 物 の 比較 も含めて,例 えば

・生 物 に よ る エ ネル ギ ーの固 定 と消 耗(作 物 比較)

・ ミラー を利用 した太 陽発 電 等 によ るエ ネル ギ ー固 定(材 料 生産 の た めの エ ネル ギ ー

も計算 も入 れ る こ と).

・太 陽 エ ネ ルギ ーに よ る発 電 〔シ リコ ン 〕の 場合'

・ソ ー ラー シス テ ムな どの場 合

その 他,ま ず 碕料 の 生 産の た め の エ ネル ギ ー も含 め る こ と,熱 効率 もみ て,ま た 面積

的広 が りの可 能 性 を もみて.(児 玉)

98.バ イ オ マス に関 連 して②

一定 面積 当 りどれ だ けの 太 陽 エ ネ ルギ ー を 固定 で きるか を作 物 間で 比 較す る必 要 が

あ る.当 然 作付 体 系(作 物 比較)が 取 り上げ られ よ う し,ひ いて は輪 作 問題 と もな ろ

う.(児 玉)
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99.微 生 物 によ る甘 藷 澱粉 の採 集(製 造)に つ いて

甘藷 の軟 腐病 は,微 生 物 の 細 胞膜(セ ル ロ ーズ)分 解 に よ る もの で あ る と聞 い た

こ とが あ る.も し澱粉 を犯 さす 細胞 膜 だ け を とかす 微 生 物 が い る とす れ ば,こ れ を

用 い藷 を腐 らせ て.遠 心 分離 な どに よ り澱粉 製造 が で きた ら と思 う.南 方 で キ ヤ ッ

サ バの 澱粉(タ ピオ カ)製 造 に微 生 物 を利 用 して い る こ とを新 聞 で みた こ とが あ る.

(井 浦)

100.サ ツ マ イモ 研究 余 録

塊 根 の 切 断 面 は容 易 に カ ル ス化 す る.塊 根 の 肉 質部 を約1面 の サ イ コ ロ状 に 切 っ

た もの か らで も発 根 し,そ の 基 部 か ら萌 芽 し完 全 な植 物 体 に な る.要 す る にサ ッ マ

イ モの 澱粉 は生 物 化 した澱 粉 分 子 で,発 達 す れ ば細 胞質 化 す る もので あ るか ら,塊

根 は組 織 培 養 の 研究 に 好適 し,ま た生 化 学 の 基 礎 研究 の 材料 に好 適 して い る.

また塊 根 を卓 上 の 皿 の水 に浸 して お け ば,盆 栽 と して 室 内の 緑 化 装 飾 とな り,子

供 に植 物 の 神秘 性 を 教 え る上 の教 材 に な る.な お,サ ッ マ イモ に は加工 食 品へ の 研

究 開発 の 余 地 も多 い.(西 内)
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四.保 護 研 究 分 野

101.宮 崎 県 下 に発 生 した新 病 害

宮崎 県 の い も産 地で イモの 表 皮に斑 紋 状 の 変 色部 分 を生 ず る新 病 害 が発 生 し,宮

崎 農試 で は何 年 間 も研究 して い るが,原 因 不 明で困 って お り,対 策 と して ラ ッカセ

ィ との輪 作 が と り上 げ られ て い る と聞 い て い る.他 の 産地 で は こん な 現 象は な いだ

ろ うか.私 は 連 作 障害 か ウ ィル スで は ない か な ど と想 濠 して い る.

(児 玉)
ヅ

102。 虫 害抵 抗 性 品 種 の育 成

日本本 土,と くに 関東地 方 で はサ ツ マ イモの 虫害 は比較 的 少 な いが,宮 崎地 方 で

は夜 盗 虫,イ モ コガの 害 が想 像 以 上に多 い.熱 帯 で は ど うだ ろ うか.虫 害 抵 抗性 品

種の 育 成 の可 能 性 は ど うだ ろ うか ・(児 玉)
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3.研 究覚 え書 き執 筆 者 略 歴(1981年12月 現在)

(あ い うえお順)

相見霊三(あ いみ ・れいぞう)・1914年 生 ・東京文理科大学生物学科卒 ・筑波大学教授(生 物科学系)を

1977年 退官後,現 在は国際科学振興財団研究開発部長,恵 泉短大園芸生活科教授,農 博,植 物生理学.

秋田重男(あ きた ・しげお)・1915年 生 ・三重高農農学科卒 ・主な甘藷研究は,中 国農…試(倉 敷 ・橿山)

における甘藷斑紋バイラス防除,耐 旱性品種育成,直 播栽培(1953～'68)で ある.そ の後東海近畿および

北陸農試の企画連絡室長を歴任.1976年 退官後は滋賀県営農大学講師 ・全農業会議嘱託を経て安曇川町農業

委員,農 博,作 物学.

井浦 徳(い うら・めぐむ)・1908年 生 ・九州大学農学部農…学科卒 ・主な甘藷研究は沖縄および鹿児島農

試の甘藷指定試験地,農 林省鹿児島農事改良実験所,九 州農試(鹿 児島)に おける甘藷育種試験(1939～
'51)で ある.そ の後九州農試作物第2部 長,全 畑作部長を歴任,1969年 退官し現在に至る.

今村駿一郎(い まむら・しゅんいちろう)・1903年 生 ・京都大学理学部植物学科卒 ・理学部講師を経て農…

学部教授(1943～'67)・ 甲子園大学長(1967～'72)・ 京都大学名誉教授 ・理博 ・植物生理学.

小野田正利(お のだ ・まさとし)・1907年 生 ・京都大学農学部農学科卒 ・千葉農試甘藷指定試験地に引き

続き農林省農試(千 葉)に て甘藷育種試験 を担当(1937～'67),1967年 退官し現在に至る.

久世源太郎(く ぜ ・げんたろう)・1911年 生 ・京都大学理学部植物学科卒 ・理学部勤務饅大阪府科学教育

センター所長 とな り,1976年 退官し現在に至る.理 博,植 物生理学.

児玉敏夫(こ だま ・としお)・1917年 生 ・東京大学農学部農学科卒 ・主な甘藷研究は農林省農試九州小麦

試験地での甘藷育種試験(1941～'47)と 全鴻巣試験地での栽培法に関する研究(1947～'65)で ある.

その後農林省研究管理官,熱 研沖縄支所長,四 国農試場長を歴任,1973年 宮崎大学教育学部教授 となり現在

に至る.農 搏,作 物学.

後藤和夫(こ とう 。かずお)・1905年 生 ・台北大学理学部農学科卒 ・主な甘藷研究は千葉農試甘藷病害虫

指定試験地(1938～'45)お よび農林省農試東海支場(1947～'48)で の甘藷黒斑病防除および甘藷貯蔵

試験である.そ の後農林省農技研,農 林水産技術会議を経て宇都宮大学農学部教授 とな り,1969年 退官,日

本植物防疫協会勤務(1969～'80),1972年 以降は自作甘藷の住宅内貯蔵を観察中.農 博,植 物病理学,

戸苅義次(と がり・よしつぐ)・1908年 生 ・東京大学農学部農学科卒 ・主な甘藷研究は農林省農試(鴻 巣)

での甘藷の交配不稔性(1939～'49)と 塊根形成に関する研究(1943～'49)で ある.農 林省農試作物部

長を経て東京大学農学部教授を1967年 退官畿は日本大学農獣医学部教授(1969～'79)を 経て農業技術'協

会会長とな り現在に至る.東 京大学名誉教授,農 博,作 物学.

二国二郎(に くに ・じろう)・1905年 生 ・東京大学農学部農芸化学科卒 ・大阪大学において澱粉化学 を研

究(1943～'69),1969年 退官.現 在は林学園理事長,江 南女子短大学長.大 阪大学名誉教授,農 博,澱

粉化学.

西内 光(に しうち・ひかる)・1911年 生 ・京都大学農学部農学科卒 ・主なる甘藷研究は京大農学部っい

で大阪農業専門学校での植物体内物質の転流 ・集積に及ぼす温度系効果(1941～'50)と 大阪府立大学農学

部での表中温度系による根の標準分布法則に基づくサツマイモの小藷 ・切片の直播研究(1961～'71)で あ

る.同 大学農学部教授を1975年 退官,日 本植苗企画研究所を創設して所長とな り現在に至る.大 阪府立大

学名誉教授,農 博,農 業気象環境学.
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西 山市 三(に しや ま ・い ちぞ う)・1902年 生 ・京 都 大 学農 学 部 農林 生 物 学科 卒 ・主 な甘 藷 研 究 は メ キ

シ コで の甘 藷 野 生 近 縁種 探 索 と甘 藷 の 原 種(6x)の 発 見(1955～,62),甘 藷 の 進 化 ・裁 培 化 に 関す る研

究(1972～'81)で あ る。 京 都 大学 農学 部 教 授 を1965年 退 官 後 は米 国 の ウ イ ス コ ン シ ン大学 と ミズ ー リ

大 学 の客 員 教授(1965～'68),名 城 大 学農 学 部 教 授(1972～,74)を 経 て 現 在 に至 る.京 都 大 学 名誉 教

授,農 博,遺 伝 学.

長 谷川 浩(は せ がわ ・ひ ろ し)・1909年 生 ・京 都大 学 農学 部 農学 科卒 ・主 な甘 藷 研 究 は鹿 児 島 農 試

甘 藷 指 定 試 験 地 で の育 種 試験(1937～,44)と 九 州農 試 作 物 第2部 で の暖 地 甘藷 作 の 改善 に 関す る研 究

(1950～,56)で あ る。 京都 大 学 農学 部 教 授 を1972年 に退 官 後 は 近畿 大 学農 学 部 教授 とな り現 在 に至 る.

京 都 大 学 名 誉 教 授,農 博,作 物 学.

畠 山伊 佐男(は たけ や ま ・い さお)・1910年 生 ・京 都 大学 農 学部 林学 科 ・理 学部 植物 学 科卒 ・主 な る甘 藷

研 究 は京 大理 学部 での塊 根 の発 芽 ・発 根 と極 性(1945～'65),サ ツマ イモ 苗 にみ られ る水極 移動(1945

～'73) ,サ ツマ イ モ を材料 と して の植 物 組織 の凍 結 経過(1951～'61)で あ る.京 都 大 学 理 学 部 教 授 を

1973年 に退 官,現 在は京 都 市 立看 護短 期 大学 教授 ・京 都大 学名 誉 教授,理 博,植 物生理 生 態学.

藤 瀬一 馬(ふ じせ ・か ず ま)・1918年 生 ・東京 大 学 農学 部農 学 科卒 ・主 な甘 藷研 究 は農 林省 農 試(鴻 巣)

で の甘藷 不 和 合性(1942～'47),九 州 農 試(指 宿)で の甘 藷交 配種 子 の作成 と開花 結実(1948～'60),

農林 省農 技 研(北 本)で の甘 藷 の乾 物生 産(1961～'67)で ある.1972年 に岩 手大学 農学 部教 授 とな り現

在に 至 る.農 博,作 物 学 。
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